
回収できないものを､これ以上海に放り込まないで。
プラゴミは現世代が享受した豊かさのツケ。解決を先送りしないで！

日本自然保護協会の問題意識

①いまあるものは、
　海に行く前､細かくなる前に
　徹底回収。

②集めたものは、
　再資源化。
　焼却･埋め立てはNG！

③これからのものは
　最小化・別素材

海ごみ（沿岸への漂着）
・沿岸に漂着している人工物の約半分がプラごみ
　（容積比率）
・沿岸、海洋生態系への影響
　 物理的影響：
　　生物へのからまり､誤飲誤食 (海洋全体での影響は不明 )
　　打ちあがった海藻などいっしょに必要な漂着物も廃棄
　化学的影響：マイクロ化して体内へ （影響は未解明）
・景観悪化で地域への愛着の低下。
　ゴミ拾いにマンパワーが割かれる。
・河口では、海ごみ対策費用が使えない。

・埋め立て処分では、処分場建設のために
　里山の自然環境破壊が起きる。



本来の砂浜生態系では、打ち上げ・漂着物は重要な資源



区別できないと全部がごみ。砂浜に残るのは砂ばかり。
砂浜生態系の資源の中に、ごみが混じる。細かくなればなるほど、区別することができなくなる。
海水浴シーズン前には、ブルドーザーで漂着物をまるごとかき集め、廃棄してしまう海岸も。



インバウンドと言うならば。きれいな海でおもてなし。

プラごみは、
現世代が享受した
豊かさのツケ。

経済は､海の豊かさの上
に成り立っている｡
問題を先送りせず､意欲
的な減プラスチック社会
の構築を！


